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83　　　　　子宮外 妊 娠 7症 例 に た い す る Insulin

en 撫 1ced 　Methotrexate 療 法 の 効 果 に っ い て

84　 　　 分 娩 ス ト レ ス と 血 中心 房性 ナ ト リ ゥ ム

利 尿 ホ ル モ ン お よ び 抗 利尿 ホ ル モ ン と の 関連 に つ

い て

岩手医大

吉崎　陽．　 佐藤昌之．　 井筒俊彦．　 西谷 　巌

獨 協医科 大

渡 辺 　博 ，田中光 臣 ，小 関 み つ ほ ，新部 哲雄 ，

熊 坂 高弘

〔目的 〕　 Me 跏 otrexate （MT 　X ）は
， 絨毛性疾患

の 治療 に 広 く用い られ
，
Troplldblast障害に有効 で

ある。近年妊孕 性保存
，

と く に 卵管機能 の 温存を 爵

的とした 子宮外妊娠 の 保存的治療の 可能性が注目さ

れ て い る。しか しMTX の 副作用 や催奇性を考え る

と投与量 の 減少が必要で あ る 。 わ れ われ は
，
in　vitro

に お いて ，Insu工in（INS ）が MTX の Trophoblast細

胞障害効果 を増強させ る事実に 注目し，
MTX 作用を

高めっ っ 投与：鬣を滅少で きる こ とが 7 例の 子宮外妊娠

症例に た い しMTX 一
王NS 療法 に よ っ て確 めた。

〔方法 〕当科 で 子宮外妊娠 と診断 した 症 例 の うち甲

絶所見の な い 7 例 を対象 と し，MTXO ．2 − 0．3mfl

／ Kg ／ 日 筋注およ び INS4 単位 ／ B （》dy ／

日 筋注 の 5 日 間運続投与を 1 ク
ー

ル と した。尿 中H

CG 量が LH レ ベ ル に 低下 した時 点で 寛解 と診断 し

た q

〔成繽 〕 7症例 の年令 は 21才か ら34才ま で で 入院時 の

妊娠週数は 5週 か ら10週 ，尿中 HCG 景 は 3201U ／

L か ら320001U〆L で あ っ た。　MTX 総投与 量 は 45 

か ら 225鰐 で 平均投与量 は ］00解 で あ っ た 。
MTX

に よ る 副作用 は 軽微な肝 機 能障害
，

骨髄抑制，ロ 内

炎 で あ っ た。MTX − INS 療法後 7例 中 2例が妊

娠 し
，

そ の うち 1例 が 21カ 月後 に 正常 児を分娩 した 。

他の 1例 は 現在妊娠 6カ 月 で あ る が
，

右卵管切 除術

の 既応があ り受精卵が病側卵管 を 通過 した 。 しか し

2例 で 中絶症 状 が 増 強 し緊急手術 を 余儀な くされ た 。

〔結論 〕　 INS 　 enhanced 　MTX 療 法 に よ り投与

量を減少 した に もかかわ らず
，

副作用を軽微 に し

た ば か りで な く，こ の 寛解 率 は 良 好 で あ っ た 。 し

か し緊急手術 とな っ た症例が存在 した の で ，遭硲

症例 の 選択に 検討 の 余地 が あ る と考え られた。

〔 目的 ）心 房性 ナ ト リ ウ ム 利尿 ホ ル モ ン （ANP ）

濃度 は 胎 児仮 死例で 上 昇す る こ とが 指 摘 さ れ て い

るが ，お な じ く胎 児 仮死 例 で 高値 を示 し ANP と 相反

す る作用 を し め す抗 利 尿 ホ ル モ ン （ADH ）を 同 時

に 測定 し，分娩 ス トレ ス の 指 標 と して 血 液 ガ ス を測

定 。各 々 の 関 連 の 有 無 を 検 討 し た 。 〔方 法 〕分娩

時 の 母 体 血 ，臍帯動 脈 血 ，臍 帯 静脈 血 を採 取 し ，

母 体血 。臍帯静脈 血 で は ANP ・ ADH を， 臍 帯動脈 血

で は ANP ・血液 ガ ス を 測定 した 。 血 中 ANP は シ リカ

ゲ ル で 抽 出後 R 工A に て ，血 中ADH はR 工A に て 測定

し た 。 〔成績 〕母体血 の ANP 濃度は 103　±27pg ／ ntげ

（Mean 土 SE ）臍帯動脈 Wh　155 ± 73 ，臍 帯 静脈 血 137

± 64と 胎児 側 で 高 い 傾 向 が 見 られ た 。 1（U中 ADH

濃度 は 母体 血 9 。3 ± 2 ．1pg ／ 祕 ，臍帯 静脈 血 73 士 33

と 母体血 濃度は 基 準 値 1，3 〜 9 ．5pg ／ me の 範囲 内

に お さ ま る 例 が 多 か っ た が ，臍 帯静 脈血 濃度 は有

意 に （P くO．01 ）高値を示 した。 し か し 母 体 血 ，臍

帯 静脈 血 に お い て ANP ・ADH 間に 相関関係 は 認 め

られ な か っ た 。 pH ・BE とANP ・ADH の 関運を検討

した が い ずれ も有意の 相関 関係 は 見 られ な か っ た 。

ANP は pH 　7．25 以
’
下の 例で 190 ± 70　pg ／ ntとや や高

い 傾 向 が 見 られ た が ，pH 　7 ．25 以 上 の 症 例 と の 問 に

有意 の 差は 見 られ な か っ た。臍帯静脈 血 ADH とpH と

の 間 に も有意 の 相 関関 係は 見 られ な か っ た 。 ま た

先天 性 心疾患 （Eisenmenger 症候群 ）合併 妊娠 の 母

体 血 ANP は 高値を 示 し Bromocriptine 投 与中 の 母

体 か ら出生 し た 児 の 臍 帯 血 ANP も高値を呈 した。

〔結論 〕ANPeADH と も胎児側 で 高値で あ り，分 娩

時 の ス ト レ ス と の 関 運 が 示 唆 さ れ る が ，必 ず し も

急性 ス ト レ ス の 指 標 で あ る 血 液 ガ ス 所見 と は 一
致

せ ず ，慢性 ス ト レ ス の 影響 や ス ト レ ス 以 外 の 分泌

機 序 も関 与 し て い る 。
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